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英語中舌母音の諸相（その3）

長谷川　恵　洋

は　じ　め　に

　本稿は次の各節に従って論を進める。

§8．中舌化（centralization）について

§9．中舌母音〔θ〕と周辺域母音との中間音

　　　の位置づけ

§10．考え方＜その二〉（中商音を周辺域母音

　　　と同定する考え方）について

§11．考え方＜その三〉（中問音を，中舌母音

　　　と周辺域母音のいづれにも同定しないで

　　　両者の中問的存在としての位置づけをす

　　　るという考え方）について

§ユ2．音的空間としての〔9〕

§13．音節構造CVと〔θ〕

§14．縮約（contraction）における〔θ〕の役

　　　割

§15．縮約と音節構造CV

　§9で中舌母音〔θ〕と周辺域母音との中問

音を基本母音図上でどのように位置づけるカ・に

ついて三つの考え方を示し，以下の各節でそれ

ぞれの考え方について論じる。

　これまでにも述べてきたように，〔θ〕には，

構造言語学が設定した音索概念では把握しきれ

ない側面があるが，§12では，〔9〕に，従来の

・音素概念とは異なった音的空間という概念を与

える。以下§13・14・15では，その考え方をさ

らに発展させて，英語の音節構造や縮約形につ

いて新らたな見方を示す。

　F．カインツは，音声構造をゲシュタルトと

いう観点から見るべきだと述ぺているが（i），英

語の〔a〕の音も，どのような視点から見るか，

すなわち背景となるゲシュタルトをどのように

構成するかによって，種々の異なった捉え方が

できる。〔9〕はその物理的性質が暖昧である

が，〔θ〕を考察するための視点を多様化し，さ

らにその多様化された各視点を多少大胆に単純

化してみると，〔θ〕の色々な側面が見えてく

る。

§8．㏄皿仕a1izatio皿（中舌化，中央化）

　　　について

　各周辺域母音は，弱勢化（8■i）されたときに，

しばしば中舌化する（8』ii）。母音に強強勢がおか

れたりおかれなかったりするのは，強勢の強弱

に基づいた英語のリズムによる。弱勢化による

中舌化は，文法的には，単語レベルと文レペル

の二つの観点から考察することができる。前者

は，ある単語の晶詞が変わり（語形が変わる場

合と変わらない場合がある），元来，周辺域母

音であったものが，〔9〕に変化するという形で

観察される。

　例］）　valid　〔v全1id〕一÷va1idity〔vθ1idgti〕

　　　protest〔Pr6utest〕一÷Protes士〔Prgt6st〕

後者は英語の文全体のリズムと関連している。

英語のリズムはstress－timed　fhythmである

が，リズムの中心となるprimary　stressが移

行することにより，元来，周辺域母音であった

ものが，〔e〕に変化することがある。

　伍リ）　a　d6ctor→a　sch6o1dδctor

　　　　o　　　　　　　　　　　　a

　　　P砒it　down　th6re．→There　is　n6one．

　　　　　　　　　　εθ　　　　　θ
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　機能語の多くは，単独でゆっくりと発音し

たときと，文中で通常の早さで発音したとき

とで，母音の音形が変化するが，前者を強形

（strong　fom），後者を弱形（weak　form）と

称する。ただし，文中で発音される場合も，文

強勢（SentenCe　StreSS）を受けたときは強形

となる（8■iii）。

〈強形と弱形の例〉

助動詞：

　am〔鴉m〕；＝〔θm〕ご〔m〕

　have　〔hεev〕　；＝＝　〔hθv〕　；＝　〔θv〕　二　〔v〕，　〔θ〕

　shou1d　〔∫ud〕　；＝　〔∫gd〕　；＝　〔∫d〕

代名詞：

　me〔mi：〕ご〔mi〕

　you　〔ju：〕　二　〔ju〕　ご　〔j9〕　；＝　〔θ〕

　them〔δem〕二〔δam〕ご〔δm〕，〔9m〕

前置詞：

　at　〔a三t〕　；＝＝　〔θt〕，　〔θ〕

　of〔ov〕ご〔9v〕；＝〔v〕，〔f〕，〔9〕

　t0　〔tu：〕　ご　〔tu〕　ご　〔t9〕　：；　〔θ〕

接続詞：

　and〔鎚nd〕；＝〔θnd〕二〔nd〕，〔θn〕ご〔n〕

　aS〔鴉Z〕ご〔9Z〕

冠詞：

　a〔ei〕；：〔配〕；＝〔a〕

　an〔おn〕ご〔θn〕

　上例において，それぞれ発音言己号で示したも

のの中で，左の方が強形で右の方が弱形である

が，強形；＝＝弱形の相互間の変化は漸進的なもの

であり，強形と弱形の問に一線を画して，どこ

までが強形でどこからが弱形であるかというこ

とを明確に述べることはできない。ただし，強

形ご弱形の変化は，物理的には漸進的である

が，心理的には段階的変化として認識されてい

るとも考えられる。

　大西雅行『英語の音声法則』　（pp．32－3）

は，各周辺域母音の弱勢化による中舌音化を，

置換作用として説明している。同書では，置換

作用を単語レペルと文レペルに大別し，語強勢

（第一強勢，第二強勢）のない音節の母音の場

合は，〔θ〕および中舌化した〔i〕に置換され，

文強勢のない音節の母音の場合は，〔θ〕および

中舌化した〔i〕・〔u〕（8■iw）に置換されるとして

いる。

1．

a．

b、

語強勢のない音節

〔i：〕，〔ei〕→〔i〕

face　〔feis〕　→　preface　〔pr6fis〕

「すべての母音・二重母音」→〔θ〕

fami1y〔睦mi1i〕→fami1iar〔fgmi1jθ〕

relatiVe　〔r619tiV〕　→　relate　〔rθ16it〕

photograph　〔f6utggr全f〕　一古

　photognaphy　〔fθtdgrθfi〕

　2．文強勢のない音節
　a．　〔i：〕，　〔ei〕　→　〔i〕

　　　been　〔bi：n〕　→　〔bin〕

　　　may〔m6i〕→〔mi〕

　b．　〔u：〕　→　〔u〕

　　　yOu　〔ju：〕　→　〔ju〕

　　　do　〔du：〕　→　〔du〕

　C．「すべての母音・二重母音」→〔θ〕

　　　Saint　〔Seint〕　一去　〔Sgnt〕

　　　wou1d〔wu：d〕→〔wθd〕

　　　had　〔haヨd〕　→　〔hθd〕

　大西氏の説明によると，周辺域母音が弱勢化

すると，〔i〕・〔θ〕・〔u〕の三点に収束するとい

うことになる。これまで本論文において，母音

の中舌化を〔θ〕への収束と説明してきたが，

より厳密に言えば，上記の大西氏の説のよう

に，〔θ〕のみならず〔i〕・〔u〕にも収束すると

説明される。しかし，〔θ〕と〔i〕・〔u〕は音声

的にほとんど差がなく，〔i〕・〔u〕も窮極的に

は質的に〔9〕に転化するという見解が一般的

にあるので，中舌化の中心点を〔9〕としても

不都合はないと思われる。そのような観点か

ら，　§9．第2段落において中舌母音の最も中

心となる位置というものを単一点で設定した。

　弱音節の〔i〕と〔θ〕は非常によく似た音で

あるので，be1ieve，Possible，Pocketなどの弱

音節を〔i〕で表わすか〔9〕で表わすか，辞書

によってずれがある（8■v）。一般の学習辞典で
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は〔i〕か〔9〕かのいづれかに割り切って表記

してしまうことが多いが，wθろ曲〆s　T””

Nω”6肋伽γツ∫肋閉α｛｛0伽1では＼台＼を用

いている。同書巻頭の解説によると，＼台＼が用

いられるのは，方言によって＼9＼と発言され

たり＼i＼と発音されたりする場合や，同一の話

し手であっても，その人が通常の時は＼9＼を一

用い，あらたまった時は＼i＼を用いる場合など

である。川本茂雄（編）『ニューワールド英和

辞典』（講談社，ユ969）では，〔工〕を用いてこれ

を〔θ／i〕の略記としている。牧野勤『英語の発

音』（東京書籍，1977）p．30によると，概して

アメリカでは〔θ〕が，イギリスでは〔i〕が多

く用いられ，一般的傾向としては，現在，英米

ともに〔9〕の使用が増えていると説明してい

る。

§9．中舌母音〔3〕と周辺域母音

　　　との中間音の位置づけ

　D．Jones　は　cardina1　vowe1　と　neutra1

vowe1をその舌の位置から次のように定義して

いる。

　The　cardina1vowe1s（9■i）have　by　definition

　tongue－Positions　as　remote　as　possib1e

　from‘neutral，Position．

　　（Danie1Jones，λ〃　0〃〃加2　0∫　五〃g脇ゐ

　　P脆o〃召κ6p．37）

上記の定義によれば，基本母音図上において，

中舌母音〔θ〕は中央に，各基本母音は周辺に

位置するが，基本母音と中舌母音〔9〕は，音

の強弱という観点から見た場合，また§4で考

察したように筋肉の力点の方向性という観点か

ら見た場合，9－I図のようにちょうど拮抗作

用をなすような形で存している。

　先述のように，〔θ〕は物理的に不安定であ

り，基本母音図上においても，漢然と中央部に

位置する音というだけで，他の母音と同じよう

には，その位置を音声学的に特定することはで

きない。したがって，〔a〕で表わされる音声の

最も中心となる位置というものも，物理的に定

e’

ε’

　　　　　二・・

　　　　∂

　　a
9－I図

めることはできないが，いま一応便宜的にその

ような中心点を想定し，さらにその中心点と周

辺域母音とを直線で結んでみる。中心点〔θ〕

の近辺には，〔θ〕と周辺域母音との間の中問的

な母音が存在するが，それらは上述の直線の上

に描かれることになる。いま仮に，それらの

母音を，　9－I［図に示すように，〔9i〕・〔9。〕・

〔θ舵〕・〔θ。〕・〔θ。〕・〔θ。〕とし，それぞれ〔i〕・〔e〕

・〔鴉〕・〔O〕・〔O〕・〔u〕（英語の周辺域母音を

概略的に示したもの）と〔a〕との中問的な母音

とする。次に，この中間的な母音を音韻論的

にどうあつかうかについて，三つの考え方を示

す。

　〈その一〉

｛〔θi〕＝〔θ。〕鉋〔θ舵〕＝〔θ。〕二〔副巴〔θ。〕｝＝〔θ〕

　　　　　　　　　　　　　　　（cf．9一皿図）

すなわち，｛〔θi〕，〔9。〕，〔θ肥〕，〔θ。〕，〔θ。〕，〔θ皿〕｝の

それぞれを〔θ〕　という一つの音素とみなす。

音韻論的に，｛〔θi〕，〔9。〕，…〔θ凹〕｝のそれぞれは

同一の価値をもつものであり，そこに明らかに

存していると思われる物理的な差異は，異音

（allophone）として処理される。

　＜その二〉

〔θi〕＝〔i〕，〔9。〕＝〔e〕，〔9。。〕讐〔肥〕，〔θ。〕二〔0〕，

〔θ。〕E〔o〕，〔θ。〕巳〔u〕（cf．9－W図）　すなわ

ち，｛〔θi〕，〔θ値〕，…〔θ。〕｝をそれぞれ｛〔i〕，〔e〕

　・〔u〕｝の異音とみなす。

　＜その三＞

＜その一〉や〈その二〉のように，｛〔θi〕，〔a・〕，

　・〔θ。〕｝を〔θ〕か｛〔i〕，〔θ〕，…〔u〕｝のいづ

れかに分類するのではなく，あくまでも，〔9〕
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：　　　　　　　u

＼　／
　　＼／～
　　a　　∂　　θ’o　　　　o」

　　　／＼
　　θ鴉　　　銚

．i　　　　　　u」
＼　　／
　　θi　　　θ。

／　＼
黎

9－I［図

0．

9一皿図〈その二〉の考え方

と｛〔i〕，〔e〕，…〔u〕｝の中間的存在としての位

置づけをする。

　従来の音声学においては，一般的に，中間的

な母音を分析するのに，＜その一〉・＜その二〉

の考え方を適当に使いわけることによって処理

してきたと思われ孔すなわち，ある母音が比

較的中央部にあると思われる場合は，〈その一〉

の考え方により，〔θ〕であると見なし，比較的

周辺部の場合は，〈その二〉一の考え方により，

周辺母音に帰属させるのである。しかしこの場

合，ある母音が比較的中央部にあると見なすの

か周辺部にあると見なすのかは，主観に基づく

ものと言わざるを得ない。

　物理的に把握するか心理的に把握するかによ

っても分析の結果は異なるであろう。これまで

の音声学は，音声がどのように発せられている

かを物理的に分析することに主眼があったと思

われる。しかし音声というものは，物理的な現

象であると同時に，心理的な事象でもある。と

くに，聞き手による認識という面に主眼を置い

た場合，心理的現象としての側面が強く出てく

ると思われ，場合によっては，従来のような物

理的な視点に基づいた音声分析とのあいだにず

れが生じる可能性もある。音声現象を心理的側

面から提えなおした場合に，従来の音声分析と

は異なった形の音声分析のなされる可能性があ

る。

　ある母音が，かなり中央部にあって，物理的

に・は当然＜その一＞のように分析されるのに，

聞き手は心理的には＜その二＞のように認識し

ていることがある。§10，第三段落で詳しく述

べるが，この様な場合に〈その二〉のように分

o　　　　　・a－ao…　　　　　a，’o

．〃’、。

9－w＜その二〉の考え方

析するのは，音声学者によっては，形態論の介

入であるとして否定しているが，視点を物理的

側面から心理的認識論的側面に移すと肯定しう

るものである。

§10．考え方＜その二＞（中間音を周

　　　辺域母音と同定する考え方）に

　　　ついて

　〈その二〉の考え方に従うと，各周辺域母音

が段階的に中舌音化していく諸現象に，新らた

な視点から説明を与えることができ孔§8で

強形と弱形についてふれたが，＜その二〉の考

え方によると，強形と弱形は同一音素というこ

とになる。

　例えば“I　am　hapPy．”において，amは，

ゆっくり強く発音されるときは〔εem〕である

が，普通は〔9m〕ぐらいで発音され，さらに遠

く発音されるときは〔m〕となる。amの母音

は，その場合に応じて〔鴉〕；＝＝〔θ〕二（無母

音）と浮動するわけである。これらの音は，物

理的にはそれぞれ異った音である。しかしこ

れらは，アメリカ構造言語学の音素設定原理

■（phonemic　princip1e）に従うとすれば，同一

環境において相補的分布（complementary　dis－

tributiOn）をなしており，音素として等価であ

ると解釈することも可能である。

　しかも，〔鴉〕二〔θ〕二（無母音）の変化は

漸進的である。§8第三段落でふれたように，

強形；＝＝弱形の変化は漸進的なものであり，強形

と弱形なその間に明確な一線を画することがで

きないものであったが，〔配〕二〔θ〕の変化に
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ついても同様のことが言える。すなわち，二で

示した部分には，〔配〕と〔θ〕の中途段階の音

が無数に存していると考えられるのであり，そ

の点，〈その二〉の考え方を用いると，どこま

でが〔お〕であり，どこまでが〔θ〕であるか

というようなことを考えずにすむので，合理的

である。

　たとえば，“at　h6me”　の　atの〔θ〕と

“where色t”のatの〔お〕は，相補的分布を

なしているのであって，もしこれらが一個の

音素に帰属せしめうるものであるとすると，

“s6ethemg6”のthemの〔θ〕と“notth6m”

のthemの〔e〕；“th6ycouldg6”のcou1d

の〔θ〕と“theyc6u1d”のcou1dの〔u〕；

“theywi11g6”のwi11の〔θ〕と“theywi11”

のWi11の〔i〕においても，〔θ〕と〔e〕（〔u〕，

〔i〕）が同一音素とみなされることになり，〔θ〕

はさまざまな母音音素の弱勢位置での異音とい

うことになる。この場合，　｛〔θi〕，〔9。〕，〔θ舵〕，

〔θ。〕，〔θコ〕，〔θ、〕｝の範囲は無限に〔9〕に近づく

から，9－W図は10－I図のように書きあらた

められる。

1 u

配
．O

10－I図

　上例はBemard　B1ochが’Phonemic　over－
1apPing’　（ユ941）　in　1～召α∂壬〃9s　｛〃　工｛κg〃壬∫”6s

（1957）おいて完全な重複（comp1ete　overlapp－

i㎎）の例として示しているものであるが（10－i），

このような分析が行なわれるためには，形態論

があるかじめ考慮されているのであり，音素論

と形態論のレペルの分離を求める立場から言え

ば，否定されるべきものである。B1och，Hoc一

kettなどはこれを誤った分析であるとしてい
る（lO皿ii）。

　上記のB1och等の見解は，物理的に忠実な

立場に立って音声分析した場合のものである

が，もし心理的認識論的な立場に立つとすれ

ば，前々段落の〔9〕と周辺域母音を同一音素と

する分析は，必ずしも否定されるべきものでは

ない。西原忠毅氏は，「米語（Genera1Amer－

iCan）暖昧弱母音の統計に基づく音素論的考

察」，『英語英文学論叢（九大）25』において，

従来〔θ〕の音素に属するとされてきた母音に

ついて，興味ある調査と分析を展開している。

　調査の方法は，「11）’／θ／と発音される可能性

のあるあらゆる種類の母音字を含んだ語を並

べ，他方12〕／θ／以外の母音のそれぞれに発音

される代表的な母音字を含んだ最もありふれた

語を基本語として選び，そして（1）群の語も（2癖

の語も所定の母音字には下線を施しておいて，

（1〕群の語の母音字の音を（2僻の語および（1僻の

他の語の母音字のどれかの音と同定せしめる」

（以上，西原oψ、”．p．20より引用）という

ものである。

　調査の結果，従来音声学者が〔θ〕と分析し

ている音のいくつかが，音声学や音素論の専門

的知識を持たない一般の人には〔θ〕と認識さ

れていないという結論が出ている。すなわち，

Genera1Americanにおける　〔θ〕音素は不確

定なものであり，またその領域は思いのほか狭

いのである。

　そもそも一般の人にとっては，音素同定とい

う作業は困難なことであるらしく，人によって

回答にばらつきがあり，自己矛盾のあるものも

多い。音素は，構造言語学の音声分析によれ

ば，最小の言語単位であるが，各音素の認識の

仕方が各人によって異なり，また一個人におい

てもその時の精神状態によって異なるというの

では，構造言語学の音声分析そのものが成立し

ないことになる。このことは，従来の音声分析

に，物理的視点のみならず心理的認識論的視点

も加えた新らたな視点が必要であることを示唆

するものである。
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　日本人に日本語の母音の数を聞くと，全員が

五つと答え孔英米人に英語の母音の数を聞く

と，人によって答えがまちまちであり，人によ

っては解からなかったりする（1o■iii）。一般に英

米人の英語母音の認定は，日本人の日本語母音

の認定に比べて，暖昧なようである。これは，

英語と日本語の音節構造の違い（日本語の方が

簡単明瞭）ということもあるが，英語の各母音

の存在の仕方そのものが，物理的に暖昧なもの

であることによると思われる。

　英語の母音構造が物理的に暖昧であるとみな

すのは，日本語の母音構造を念頭においた主観

的な見方かも知れない。しかし，英語の母音構

造に，構造言語学によって設定された従来の音

素という概念だけでは把握しきれない側面の含

まれていることは確かである。英語の母音構造

を有機的に把握するためには，音索の概念を従

来とは異った観点から見なおす必要があると思

われる。

　西原氏は，上言己の調査の目的を次のように述

べている。（以下は西原，oψ．σ｛｛。pp，19－20か

らの引用である。）

　「今日の英国語標準音（RP）においては，語

の無強勢音節（unaccented　sy1lab1e）の母音

や，旬・節・文における弱形（weak　fom）の

語の母音は一母音が存在すれば一いかなる

種類のものでも，強さ・長さの点で劣弱化し

て，それと同時に母音の音質を中央母音／9／

の方向に変移し（e．g．i：，I＞。；u：，U＞・），窮

極的には別個の音素である／9／に質的に転化’

せしめるというのが一般的見解である。そして

この傾向は19世紀より20世紀が，20世紀でも前

より後の方が，つまり現在に近づくほど深化す

ると見られている。」ところがSimOn　POtter

は，C肋ηg加g　E〃g”∫尻（London：Andre　Deut－

sch・ユ969）において，ロンドン英語において，

暖昧化した無強勢母音が，アメリカ英語の影響

で，再びもとの性質をとりもどして明瞭化する

傾向のある点を指摘した。

　rRPにおける暖昧母音のこの明瞭化の傾向

は，米語の影響に依ると依るまいと，それ自体

H u：・

’■・．、
、I，1、’」、

一●．’、
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・・、
・
● ”‘‘

　・、．1
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、
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．

、・・■1
e」
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．舐三

一一

においては逆転であり，歴史的には先祖がえり

である。こρ容易にUターンできるという可逆

性は暖昧母音の本質の中に潜んでいるものであ

って，外圧のみがそうさせたのではなさそうに

思われる。」

　「すべての母音が，弱化すれば同一の／θ／の

邸内に逃げこむというが，果してそこに定住し

ているのか，それとも転出の機会を常に窺って

いる仮住居ではないのか，と考えさせるふしが

ある。後者だとすれば，それら異音の音素とし

ての戸籍は／a／にあるのか，それとも出身地

にあるのかさらに疑問なきを得ない。極端な想

像をすれば，長い歴史の問には何時か／θ／音

素の集団構成員が全員里帰りをして後は空家に

なるという事態が起らぬものでもない。しかし

現状では，結論から言えば，／θ／の一部に潜入

した不確定分子が境界線を出たり入ったりして

いるというくらいに見た方が適正であろう。」

　上記の西原氏あ言及は，暖昧母音〔θ〕は常

に暖昧化する前の元の母音を意識した存在であ

り，常に元の周辺域母音に回帰する可能性を秘

めていることを指摘している。西原氏の言及

は，元来，通時的な観点に立ったものと思われ

るが，もちろん，共時的にも同様のことが言え

る。すでに§9第五段落で述べたように，かな

り中央部にある母音が心理的には周辺域母音の

ように認識されることがある。また§10第三段

落では，同一語が強形と弱形に変化する場合

に，弱形のときの母音である〔9〕を，強形の
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ときの各周辺域母音と同一音素と見なす考え方

があることについて言及した。以上のように，

暖昧母音〔θ〕は，単に物理的に客観的な認識

がなされるのではなく，実際にはかなり心理的

かつ主観的な認識がなされているのである。

§11．考え方＜その三＞（中間音を，

　　　　中舌母音と周辺域母音のいづれ

　　　　にも同定しないで両者の中間的

　　　　存在としての位置づけをすると

　　　　いう考え方）について

　＜その三〉の考え方の例として，I．C．Ward

とD．Jonesの説を掲げる。I．C．Wardは，

丁加一P肋肋肋s　o∫E惚炊乃（Cambridge：Hef－

fer，1948）において，強勢の度合という観点か

ら，完全な強母音と完全な弱母音との中問的な

母音を半弱母音（semi－weak　vowe1）と呼び，

母音記号の上に〔’’〕をつけて，｛i，套，詰，d，五，5，

d，世｝と表わしている（11■i）。　しかしこの分類法

は，弱母音・半弱母音・強母音というものが不

連続的に段階的な変化をするのであれば妥当性

をもつが，あくまでも弱母音から強母音への

変化は連続的なものであるという観点に立て

ば，便宜的な分類法としての意義はあるが，

〔θ〕の音韻論的解釈のための根本的な解決法と

はなりえない。

　D．Jonesはλπ0刎〃加召o∫万κg炊尻P肋惚一

肋∫，§355一§371において，〔θ〕によって表わ

される音価を細分して〔θ。〕・〔θ。〕・〔θ。〕で表

言己し（cf．11－I図），さらに〔a1〕と〔θ。〕の

中問音として〔θ。〕・〔？〕を考えている。これ

は，§9第二段落で述べたように，〔θ〕の中心

点と周辺域母音とを直線で結んで，その線上に

中問的な母音の存在を想定するというものでは

なく，Jonesが直感的にさまざまな〔θ〕をそ

の音質に基づいて分類したものである。結果的

には，次の段落で述べるように，それぞれの

〔θ〕が語中のどのような位置に出現するか，ま

た前後にどのような他の音素が配されるかと

いうことが分類の規準となっている。この分

類においては，一応〔θ1〕が主音（principal

member）（11－ii）であるとされているが，決して

〔θ、〕だけが主要な音素で〔θエ〕以外は末しょう

的な音素であるというわけでぽない。それぞれ

が〔θ〕の異音である。

　　’耐帥
i

Q珂tral、

　　　　　　　　　　　B碑
　　　　　　　　　　　　u　　　　　　　　　●∂2
e　　　　　　　∂1

　　　　　Oa生

ε

　　　　　　　　　　コ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔1
　　　　　　　　　　　　a
　　　　　　　　　　　　Fmt　　　　　弦改
　　　　　　　　11－I図

　〔θ。〕・〔9。〕・〔θ且〕のそれぞれについての具体

的な説明を簡単に行なう（11－iii）。〔θユ〕は語頭

もしくは語中に現われる場合である。（例えば

amO㎎，Salad，COnCert）〔θ。〕はその前か後に

〔k〕か〔9〕のある場合で，日本語の弱い「ウ」

（〔W〕）に近い音である。（例えば聖ntain，望n－

demn，tO　gO）〔θ茗〕は語尾に生じる場合であ

り，〔A〕に近い〔9。〕よりやや長目の音である。

（例えばChina，sofa，father）

　〔θ。〕，〔B〕についてはJones，oψ．”一§364一

§367に詳しい説明があるが，Jones自身，こ

れらの音は常に〔aユ〕か〔θ百〕で代用しうる音

であり，余り重要でないとしている。Jonesは，

さらに〔θ、〕・〔θ。〕・〔a3〕についても，外国人

が英語を学習する場合，〔9。〕と〔θ。〕の区別を

意識する必要はないとしている（11■iv）。したが

って，結局外国人が／9／の異音を発音する際

には，語尾以外の時はすべて〔θ1〕で発音し，

語尾の時だけ〔θ。〕で発音すれば良いことにな

る（11■w）。なお，現在11一皿図のような音質の

推移が進行している。図を見てわかるように

〔＾Oθ〕の動きがとくに目立つ。〔θ〕にもかな

り大きな推移が見られる。この推移により，軟

口蓋音に隣接した異音である〔θ・〕は完全に中

舌母音となり，その他の〔9〕は全体的に下へ
降りている（11■可i）。
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1ユーπ図 イギリス英語単一母音の音質の推移

（枡矢好弘「英語音声学」p．241に

よる）記号は音素を示す

⇒推移の方向

／9／：X軟口蓋音に隣接するもの

　　づ語頭・語中にあって軟口蓋音に隣

　　　接するのでないもの

　　●語末のもの

§12． 音的空間としての〔θ〕

　§8最終段落において，〔i〕と〔9〕が音声的

にほとんど差がないことについて言及したが，

この様な場合に，ことこまかに〔i〕と〔θ〕の

区別をしようと思わないで，＜その一〉の考え

方によって，いづ■れも同一音素であるとみなし

てしまう方が合理的であるかも知れない。とく

に聞き手による音声認知という側面から考察し

た場合，〔i〕と〔θ〕の区別などということは，

ほとんど意識されていないのではないだろう

か。＜その一〉の考え方は，単に中舌母音の把

握をおおまかにしようとするものではない。む

しろ，区別する必要のないものをあえて区別し

ないという合理的な考え方とみなすことができ

る。

　本節では，＜その一〉の考え方をさらに発展

させる。＜その一〉は，基本母音図上の中央部

の母音を一括して〔θ〕という］つの音素として

把握するものであるが，〔θ〕が物理的に非常に

不安定なものである点などを考慮すれば，あえ

て〔θ〕を一つの音素として他の音素と同一レ

ベルのものとして把握することに固執しない方

が，〔θ〕に関する諸現象についての多くのこと

が合理的に説明できる。

　〔θ〕は一つの母音であることには違いない

が，他の母音と同列に捉えることのできないも

のである。他の母音は，それぞれ弁別素性によ

って区別され，その弁別素性のカテゴリーの中

で認識されるが，〔9〕は，そのカテゴリーの中

に位置づけられないのではないか。すなわち

〔θ〕が認識されるのは，一つの音索としてより

　　　　　まも，一つの問，すなわち，子音の聞え（SOnOr一

　　　　　　　　　　　　　　　まity）を働けるために子音の問に問を作りその
ま

間をうめるために存しているものと考えられ

る。極端な言い方をすれば，そこに何んらかの

音が存在しているという意味では存在価値を有

するが，それが音韻論的にどんな音であるかと

いう点について言えば，何んでもよい音なので

ある。

　上記のような考え方がどの程度の妥当性とも

つものであるかについては，今後さらに検討せ

ねばならないことであるが，以下§13・14・15

では，上言己の考えを正当化するために援用しう

る〔θ〕に関するいくつかの事実を挙げてみる。

§13では，〔θ〕が音節構造を安定させるための

要因となっていることについて言及する。§14

では縮約形の形成と〔包〕の関係について，§

15では縮約形と音節構造cvの形成について述

べる。いづれにしてもこの場合の〔θ〕は，一

つの音素としての役割というよりむしろリズム

構造を安定させるためのものであったり，単な

る生理的な要因（12』i）から生じたものであっ．たり

する。すなわち単なる音的空問を満たすもの，
ま

間としての存在価値をもつものとみなすことが

できる。ただし，音韻論的な観点から見た〔9〕

の音的性質は暖昧なものであるが，ある一定の

音的空問としての〔θ〕の存在そのものは，§

工4で述べるように，周辺の語構成から必然的に

生じたものであり，非常に重要な機能を果して

いる。

§13．音節構造wと〔θ〕

　構造言語学の音韻分析によれば最小の言語単

位は音素であるが，最小の知覚的音響単位は音
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節である（王3－i）。音節とは音あ連続の中できわだ

った音を中心にした「聞えの単位」である。ふ

つう音節の中心になるきわだった音は母音であ

る（13－ii）。したがって音節を一つの母音を中心

として前後にいくつかの子音が集まったものと

定義することもでき孔日本語の音節構造は比

較的単純で，基本的にはCV（1子音十1母音）

である。英語の場合は，一つの母音の前後に多

くの子音や半母音が結びつくことが普通であ

り，日本語と比べて音節の構造は多種多様であ

る。しかし英語においても，CVが最も安定し

た音節パターンであると言える。日本語はすべ

ての音節が開音節（open　sy11ab1e）であるが，

一般的に閉音節（closed　sy1王ab1e）より開音節

の方が聞きとりやすい。これは我々日本人にと

ってのみならず英米人にとってもそうなのであ

る。

　英語は日本語に比べて一般に子音の果す役割

が大きく，いくつかの子音が連続して発音され

ることが多い。しかし英語であっても子音が過

度に連続すると聞きとりにくくなる。そのよう

な場合に〔9〕が，子音の過度な連続を避けて

個々の子音をはっきりと聞きとれるようにする

機能を担うことがある。辞書の発音記号の欄に

は子音だけで示されていても，実際には，ゆっ

くり発音される様な場合に，子音の次に〔θ〕

の音が生じていることがある。この場合〔9〕

は，子音に後続してその子音と合体して音節を

形成し，その子音をはっきり聴きとれるように

するという機能を果していると考えられる。こ

のような傾向はフランス語の〔θ〕に特に顕著

であるが，（ただしフランス語の〔9〕と英語の

〔e〕は同じ音ではない。英語以外の　〔θ〕に

ついては次稿で詳しく述べる。）英語において

もその傾向はある。とくに「子音十両唇音」

の連続では，その二音問に　〔θ〕が添加しやす

い（13’iv）。

例）dwarf〔dwo：f〕→〔dθwo：f〕

　　tWiCe〔tWaiS〕→　〔tgWaiS〕

　　Smal1〔Sm0：1〕→〔Sθm0：1〕

　　fi1m〔fi1m〕→〔fi1θm〕

§14．縮約（con七raCtion）における

　　　　〔O〕の役割（14’ヨ）

　例えば“You　shouヱd　have　come．’’の縮約は

次のような段階で生じる。

　〔∫ud　hgv〕→〔∫u’dθv〕→〔∫u　d3〕

　結果的には，haveが〔h〕と　〔v〕を完全に

消失して〔9〕と発音されることになる。この

〔θ〕はhaveの最少要素であるが，これが完

了あるいは過去を示す機能を果し，これがある

かないかで，“You　shouId　come．”の意味であ

ったり“You　sbou1d　have　come．”の意味であ

ったりする訳である。このように縮約形におい

ては，最終的には必要にして最少限度の要素だ

けが残され，native　speakerはこの最少の

Signを手がかりとして元の語形を復元する訳

であるが，この際の〔θ〕は単なる一音素とし

ての役割を越えていると言える。

　池宮，“On　Im㎜anent　Prominence　Which

Appears　in　Contracted　Forms　of　American

Dai1y　Conversation，”p．39によれば，yOu・

to・have・ofは〔θ〕がその最小要素（minima1

feature）　として生じる。native　speakerは

〔9〕から次のように元の形を復元する。

　　　■〔jθ〕→yOu

　　　→〔tθ〕→to
　〔θ〕

　　　→〔θv〕→have
　　　＼〔θ。〕→。f

それぞれの縮約の例：

　you　：What　do　you　do？

　　　　　〔hwθ’　　t∫θ〕

　to　　　　王一2史p1ay　tennls

　　　　　〔ai　　gαnθ〕

　have：You　should　have　come　to　the　party．

　　　　　〔ju：　∫ud9〕

　of　　：It’s　kind　of　windy　today．

　　　　　　　〔kaindθ〕

この場合，〔9〕が一つの音素であると考える

と，一音素が余りにも多くの意味をもつことに

なり，そのような複雑多様な弁別が行なわれる

英語中舌母音の諸相(その3)

Page:9無断転載禁止。　



ことは頭脳の生理上ほとんど不可能に一患、われ

る。〔9〕がyou・to・have・ofのそれぞれに

弁別されうるのは，〔a〕自体の音的性質による

のではなく，むしろその周辺の語構成によると

考えられる。例えば，

　What　have　you　been　doing？→Wha’cha

　been　doing？

　What　are　you　doi㎎？→Wha’cha　doi㎎？

　What　do　you　dq？→Wha’cha　do？

などの縮約において〔t∫9〕が生じるが，natiVe

speakerはこれらを次のように分析して元の形

を復元すると推測される。

　　　　　　　　■〔t〕十d叩u
　〔t∫θ〕→〔t〕十〔j9〕→〔t〕十αre　you

　　　　　　　　＼／t〕十h。。。y。。

　〔t〕は一応whatのtであると考えられる。

したがって，〔t∫θ〕はwhatのtとdo　you・

afe　yOu・have　youの三者がそれぞれ組み合わ

さったものと考えられるが，三者の弁別を可能

にしているのは〔t∫θ〕自体ではなく，後続の

been　doing，doi㎎，doであると思われる。

　縮約はまったく偶然に行なわれるのではな

く，文法構造に従ってなされる。すなわち原則

として縮約される部分は，助動詞・接続詞・前

置詞などの機能語（functiOn　wOrd）であり，

辞的意味（1eXiCa1meani㎎）を有する部分が縮

約されることはほとんどない。機能語は統語構

造を形成するのに重要な役割を果たしている。

また逆に考えれば，統語構造に支えられている

ために，縮約によってそれ自体の発音が不明確

になっても，統語構造全体の中での有機的な関

係において認識されうるのである。縮約は，常

に文全体の中で文全体の構造を意識しながら行

なわれるものである。したがって結果として生

じた縮約形の各部分は，必ずしも元の各単語の

一つ一つと対応している訳ではない。むしろ同

系統の構文との関連性が大きい。すでに述べた

が，“Youshouldhavecome．”の〔∫udθ〕の

〔9〕が落ちて〔∫ud〕とならないのは，もしそ

うなると“You　shouldcome！’という別の文に

なってしまうからである。

　このように考えれば，〔9〕がyou・to・have

・ofなどの機能語の一つとして認識される過

程というのは，構造言語学が従来説明している

ような，一つ一つの音素が認知され，それらの

音素が組みあわさって，次に形態素のレベルで

の認知が行なわれるというのとは，’根本的に異

なった認知様式であると考えられる。この場合

の〔θ〕は一つの音素ではなく，そこに一つの

機能語が存しているということを示すための一
　　ま
つの間である。物理的にいかなる音声であって

もよいのであるが，英語のリズム構造（縮約は

リズムの谷間の弱勢部におこる），舌・唇の筋

肉の生理（できるだけ発声のためのエネルギー

が少ない方が合理的である），SonOrity（母音で

ある方がSonOrityが大きく，先行の子音を支

えて聞きとりやすくするという機能をもつ）な

どの観点からみて，この場合に生じて最もしか

るべき音は〔θ〕であると考えられる。

§15．縮約と音節構造帆（15－i）

　§13で，最も安定した音節構造はCVである

と述べたが，縮約部において音節パターンCV

が連続的に生じる傾向がある。池宮恒子，“On

the　Contraction　of　American　Spoken　Eng－

1ish”，r帝塚山大学紀要8号』は，米語短縮表

現をソナグラフで観察することによって分析し

ているが，ここで説明されている，縮約を形成

するための諸現象の多くは，結果的に音節パタ

ーンCVを形成するための機能をも果してい
る。

　よく見られる縮約形のパターンとして，

“wantto～”→“wama～”や“begoing

to～”→　“gama～”があるが，この場合の

音節構造の変化を見てみると，〔Want　tθ〕→

〔wan9〕（〔CVCC＋CV〕→〔CV＋CV〕），　〔9ouiO

tθ〕→〔9on9〕（〔CV＋VC＋CV〕→〔CV＋CV〕）

となっており，結果的にCVが形成されてい．
る。

　（“be　goi㎎to～”のbeは最終的には脱落

する。これについては本節最終段落で語脱落と
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して言及する。）

　“You　shou1d　have　come　to　the　party．”に

おいて，shou1d　haveは縮約されて〔∫ud9〕と

なるが，これも，その音節構造の変化を　〔∫ud

hev〕→〔∫udθ〕（〔CVC＋CVC〕→〔CV＋CV〕）

と表わすことができる。

　語末の子音はしばしば省略される。

　“Let　me～”〔1et　mi〕→　〔1emi〕（〔CVC＋

CV〕→〔CV＋CV〕）先述の　“want　t0”→

“Wanna”の変化も，まずWantの語末のtが

省略され，しかる後に，nの音が勢力が強いた

めに，toのtがnに同化したものと考えられ
る。〔Wαnt　tθ〕→　〔Wαn　t9〕→　〔Wαnθ〕

　語末の子音は，しばしば後続の語の語頭子音

となる。この場合，／＋／juncture（内部連接）

の位置が移動することになる。

　We11，I’d1ike　to，but　I’1l　be　busy．

　〔bgt　aiI　bi　bizi〕　一÷　〔bg　dai1bi　bizi〕

　（〔CVC＋VC＋CV＋CV＋CV〕→〔CV＋CVC

＋CV＋CV＋CV〕）

　What　time　do　you　get　out　of　schoo1？

　〔9et会utθv　sku：1〕　→　〔9e　t差u　tθv　sku＝1〕

　（〔CVC＋VC＋VC＋CCVC〕　→　〔CV＋CV＋

CVC＋CCVC〕）

上例において，右辺（すなわち変化後）の各音

節の中にはCV以外のものがいくつかあるが，

〔dai1〕（〔CVC〕）の〔1〕，〔sku：1〕（〔CCVC〕）の

〔1〕，〔tθv〕（〔CVC〕）の〔V〕はいづれもsonor－

ity（ユ5■ii）の高いものである。〔1〕はSOnorityの

面から見てかなり母音に近い性質を示すもので

あり，学説によっては半母音と分類されてい
る（15■iii）o

　英語はstress－timed　rhythmである．が，強

強勢と強強勢の問の谷間の弱勢の部分は，しば

しば縮約されてそこにCVの連続が生じる。

　I’11　be　h6re，　but　could　you　p五ease　cai1

firSt？

　〔bgt　kud　ju＝〕　→　〔bgkud3u〕

　（〔CVC＋CVC＋CV〕→　〔CV＋CV＋CV〕）

　What　time　do　you　want　me　to　be　th6re～

　〔du：ju：wαnt　mi　tg　bi〕→〔jθwαmidgbi〕

（〔CV＋CV＋CVCC＋CV＋CV＋CV〕→〔CV

十CV＋CV＋CV＋CV〕）

Wh夕don’t　you　come　on6ver？

　〔dount　ju：kgmon6uv9〕→

　〔don　t∫θkgn〕gn6uvθ〕

　（〔CVCC＋CV＋CV＋CVC＋V＋CV〕→

　〔CVC＋CV＋CV＋CV＋CV＋CV〕）

縮約部は弱く遠く発音されるので，とくに音節

構造が安定している必要があると考えられる。

なお，縮約部には〔θ〕以外の母音も現われて

い■るが，全体的にこの部分の母音は中舌化する

傾向があり，〔9〕以外の発音記号で表わされた

母音も若干中舌化していると思われる。

　縮約によって単語一つがまるまる省略される

ことがある。（語の脱落）

　I　had　better　get　a　hair　cut．→　I　better

get　a　haircut．

　〔ai　hεed　betg　getθh6gr　kgt〕　→　〔ai　betθ

ge　tθ　heakθt〕

　（〔V＋CVC＋C▽十C▽十C▽C＋V＋CV＋

CVC〕→　〔V＋CV＋CV＋CV＋CV＋CV＋
CVC〕）

　hadが省略されたのは，これが特に弱勢であ

ること。また，これがなくてもbetterがある

ので，文法的に理解が可能だということであ

る。結果として，CVC　という音節が一つ脱落

した為に，CVの連続がより顕著になってい

る。文末の子音（上例ではCutのt）は脱落

せずに残りやすい。（ただし上例の場合，“t”

はunreleasedであることが多い。）

　I　am　gOing　tO　Write　a1etter．→I　ganna

Writea1etter．

　〔aiθm　gOuiO　tθraitθ16tθr〕→〔ai　gαnθ

raitg　16tθ〕

　（〔V＋VC＋CV＋VC＋CV＋CVC＋V＋CV＋

CV〕　→　〔V＋CV＋CV＋CV＋CV＋CV＋CV〕）

　amが省略されているが，これによってVC

という音節が一つ脱落したことになる。

注

（i）　Ffiedrich　Kainz，肋ψ励閉惚加”θ助γαcゐ一

　が〃乃oloψ（Wien：A．Sex1．1946）

（8－i）本稿ではunstressedを「無強勢（化）」
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（8－1）

（8－m）

（8－V）

（8－V）

（9－i）

（10－1）

ある一いは「弱勢（化）」と訳した。「弱強勢

（化）」という訳語を用いる人もあるが，「弱

強勢（化）」は「弱い勢い」という意味にと

られないで・「弱くて強い勢い」という意味

にとられる可能性があり，まぎらわしいので

「弱勢（化）」にした。ただし，強いも弱いも

区別しないStreSSのことを表わすのに，

「弱強勢（化）」の系列では「強勢」という言

葉を用いているが，「弱勢（化）」の系列では

それに匹適するふさわしい漢字表現が見あた

らない。以上に述べた二つの系列をまとめる

と次のようになる。

　強強勢（化）一強勢一弱強勢（化）

　強勢（化）一　？　一弱勢（化）

本稿では，二つの系列を折中させて，

　強強勢（化）一強勢一弱勢（化）

という系列で表わすことにする。

　中舌化するのはたいてい弱勢化された場合

であるが，強強勢のおかれたままで中舌化す

る場合もある。

伊」）　took　〔tuk〕　→　〔tAk〕

　　shook　〔∫uk〕　→　〔∫Ak〕

　　Vefy　〔V6ri〕　→　〔Vるri〕

　　pfesident　〔Prるz（θ）d（9）nt〕　→

　　〔Pr五z（o）d（9）nt〕

　　SenatOr〔S6nθta（r）〕→〔S五natθ（r）〕

　cf．『現代英語学辞典』p．871

　中舌化した　〔三〕　は，〔｛〕・〔i〕・〔I〕・〔＾〕

などと表記され，中舌化した〔u〕は，〔丑〕・

〔廿〕・〔u〕・〔リ〕などと表記される。以下の説

明で，中舌化しナこ〔i〕・〔u〕を表わす際に，

これらの言己号のいづれかを用いるぺきであっ

たが・余りにも表言己法が各学者によってまち

まちであり，混乱を招きそうなので，あえて

〔i〕・〔u〕を用いた。

　以下の説明は，若林俊輔r学習辞典におけ

る暖昧母音の選択」r英学論考（東京学芸大）

5」による。

　この場合の基本母音とは，より詳しく言え

ば，第一次基本母音のことである。（具体的

には9－I図の周辺域に示した母音）基本母

音とは，一般音声学の立場カ・ら，D．J㎝es

によって設定された母音分類のためのわく組

である。

　ある音（いまの場合〔θ〕）が二個以上の音

素（いまの場合〔鴉〕・〔e〕・〔u〕・〔i〕）に属

すると解釈されるとき，これを音素の重複ま

たは交差（interSeCti㎝）と呼び，同一環境

での重複を完全な重複と称し，異った環境で

　　　　なされるものを都分的重複（partial　ovef一

　　　　！apping）と称する。

（10－ii）cf．『英語学大系2：音韻論II」（大修館）

　　　　p・36；r現代英語学辞典」（成美堂）pp・621－

　　　　2
（10－m）　cf．『ARTCL’85」（Transnational　Co1lege

　　　　of　Lex，1986）p・37

（11－i）中舌化した〔i，u，e，o〕を表わす記号として

　　　　　はi（＝i），丑（二む），9⊥（＝ε），θ（＝o）もあ

　　　　　る。

（11－ii）Jonesは，一つの音韻がいくつかの音的成

　　　　員から成り立っていて，その中の一つが他の

　　　　成員よりも使用頻度が高く比較的重要である

　　　　と見なされる場合に，そのような成員を，そ

　　　　の音韻の中の「主音」（principa1member）

　　　　と称し，余り重要でない成員を「従音」（sub－

　　　　0fdinate　member）としている。この考え方

　　　　は，r重要性」という暖昧な尺度を基準とし

　　　　ているところに闇題はあるが，各音韻を物理

　　　　的に規定する際に，各音韻の中心点を定めよ

　　　　うとする試みである。

（11－iii）烏居次好・兼子尚遣（共著）『英語発音の

　　　　指導」（大修館，1969）pp．24－5の説明によ

　　　　る。

（11－iv）　D．Jones．λ旭0砒〃棚oグ亙惚〃sゐP胎o鵬一

　　　　”6∫，p．93，　§360

（11－v）　D．Jones，ψ。o狐，p．95，§368

（11－Vi）枡矢好弘，r英語音声学」pp．241－3

（12－i）普通は，単なる生理的な要因とは言って

　　　　も，その背後には，語構成・リズム構造・文

　　　　法的要因などが密接に関係しているのである

　　　　が，まったくの生理的な原因によって〔θ〕

　　　　が発生し，そこには言語音としての意義さえ

　　　　見い出しにくいような場合もある。例えば，

　　　　Fred　M．Chfeist，Foγ召な冊λ66刎毒（1964）に

　　　　おいて矯正すぺき英語の例として言及されて

　　　　いるものであるが，摩擦音〔S〕を発する前

　　　　に喉にカが入り，その為に力むことにより勝

　　　　手に〔9〕の音が発せられることがあ孔（Cf

　　　　竹蓋幸生r日本人英語の科学」，研究社，

　　　　1982，p．46）また一般的に，〔θ：〕の音は，

　　　　人が次に何を言おうかと思っているときに無

　　　　意識的に発する音でもある。（cf．増ロコ貢『英

　　　　語学入門』，篠崎書林，1970，p．57）

（13－i）Jean－Miche1Peterfalvi，〃ro伽吻〃1α

　　　がツσ肋脇鋤sf切θ（1970）；芳賀純・古川直

　　　　世（訳）r心理言語学入門』（研究杜，1983）

　　　　P．58

（13－ii）一色マサ子・松井干枝r英語音声学：日本

　　　　語との比較による』（朝日出版，1978）p．89
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（13－m）　日本語（東京語）の音節構造は，一般的に

　　　　は，さらに詳しく次のように示されてい私

　　　　ωユ母音，12〕1子音十ユ母音，13〕1子音十1

　　　　半母音十1母音，14〕1半母音十1母音，15〕特

　　　　殊音節（促音節，携音餓など），（Cf・r音声学

　　　　大辞典』p．172）

（13－Vi）大西雅行，r英語の音声法則」（学書房，

　　　　1973）　p■43

（14－1）本節の論述は，池宮恒子，“On　Immanent

　　　　Pf0minence　Which　Appears　in　Contfacted

　　　　Forms　of　American　Dai1y　Convefsation”

　　　　（米語短縮形にあらわれた内在的プロミネン

　　　　スについて），r帝塚山大学紀要10号」の分析

　　　　結果に基づく。

（15－1）本節の論述は，池宮恒子．“On　the　C㎝一

　　　　tfaction　of　AmericanSpok㎝E㎎lish”（米

　　　　語日常会話における短縮形について），r帝塚

　　　　山大学紀要8号』の分析結果に基づく。

（15－i1）Jespersenは，音声をs㎝orityの見地か

　　　　ら次のように分類している。（SOnOrityの低

　　　　いものから順に配列）一11〕無声子音a）閉

　　　　鎖音：〔P〕・〔t〕・〔k〕b）摩擦音：〔f〕・〔s〕

　　　　・〔g〕・〔x〕，12〕有声閉鎖音：〔b〕・〔d〕・〔g〕，

　　　　13〕有声摩擦音：〔V〕・〔z〕・〔Y〕，｛4〕通鼻音及

　　　　び側音a）〔m〕・〔n〕・〔O〕　b）〔I〕，15〕震

　　　　え音：〔f〕，16〕狭母音：〔y〕・〔u〕・〔i〕，17〕半

　　　　狭母音：〔φ〕・〔o〕・〔e〕，18肱母音：〔o〕・

　　　　〔a巳〕1〔o〕（ci『音声学大辞典』p．514）

（15－iii）c£§3，注3－iV

　　　　　　　　　　　　（ユ986年ユ0月1日受理）
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